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革新的衛星技術実証プログラムにおける 
部品・コンポーネントの実証方法に係る情報提供要請(RFI) 

 

2022 年 4 月 12 日 
国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

研究開発部門 超小型・小型衛星宇宙実証研究ユニット 

1. はじめに 

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」という。）は、大学や研究機関、民

間企業等が開発した部品や機器、超小型衛星、キューブサットに宇宙実証の機会を提供する革新的

衛星技術実証プログラム（以下「本プログラム」という。）を実施しています。 
本情報提供要請（RFI：Request for Information）は、本プログラムにおける部品や機器の実

証機会提供について、皆様から広く情報の提供を求めるものです。 

 
 

2. 本プログラムの概要 

2.1 本プログラムの目的 

本プログラムは、宇宙基本計画上の「産業・科学技術基盤を始めとする宇宙活動を支える総合的な

基盤の強化」の一環として、大学や研究機関、民間企業等の新規要素技術の実証及び新規事業に
つながる技術の実証機会を提供するプログラムです。 

この実証機会を２年程度の定期的な間隔で提供することにより、早いサイクルでの実証を可能とし、

成果を我が国の衛星の短期開発・低コスト化と高度化、産業界の競争力強化につなげるとともに、宇
宙産業の活性化（ベンチャー促進、優秀な人材の育成等）、新たなイノベーション創出につなげることを

目的としています。 

 

2.2 本プログラムの進め方 

本プログラムを、サービス調達により実施することを見据え、衛星標準バスの能力向上やプラットフォーム

の競争力強化に資する技術を取り入れつつ、「衛星技術実証プラットフォーム」の整備を目指していま
す。 

・ バスの標準化を図り、実証テーマとの I/F を明確化し、I/F にかかる設計・検証の費用の削減、

開発リスク低減による開発スケジュールの短縮を目指します。 
・ 各ミッションの実証価値をより向上させる技術の実証等を行うことで、衛星標準バスの能力向上

を図り、将来的に他の競合サービスに比肩する小型衛星システムを目指します。 

・ 衛星および地上システムの開発・運用を調達するのではなく、軌道上での実証データを提供する
サービスを調達することを目指します。 
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3. 情報提供要請について 

3.1 情報提供書の提出依頼 

本情報提供要請（RFI：Request for Information）は、2 項に示す本プログラムの目的や進

め方を踏まえ、部品や機器の実証機会提供について、広く情報の提供を求めるものです。情報提供を
要請する具体的内容は、別添「情報提供書」の各項目を参照し、該当情報をご記入の上、提出をお

願いいたします（複数機関共同で提出いただくことも可能です）。 

 
なお、JAXA では、本 RFI でいただいた皆様からの情報を参考として、民間の発想と主体性を取り込

んだ将来の革新的衛星技術実証プログラムの進め方を検討する計画です。また、本検討を踏まえ、革

新的衛星技術実証プログラム実証機会提供への参画を希望する皆様に対し、研究提案募集
（RFP：Request for Proposal。なお、RFP ではなく他の競争的な調達方式 を用いる場合もあり、

以下「RFP 等」という）を発出することを予定しております。 

 

3.2 JAXA 秘密保持約款への同意書提出のお願い 

後述する 5．の関連資料別紙は、以下の秘密保持約款に同意し、秘密保全に関する管理者の通知

を行った者にのみ交付いたします。交付請求を行う際には、「秘密保持約款への同意及び秘密保全に
関する管理者の通知について」を PDF ファイルによりご提出ください。 

本同意書の提出にあたっては、押印・郵送又は改ざん不可能な形式での電子署名・メールによる提出と

します。 
 

（秘密保持約款） 

http://stage.tksc.jaxa.jp/compe/pdf/yakkanfy30.pdf 
なお、本約款頭書の「入札等」には、本 RFI に限り、情報提供要請も含むものとします。同意書の提出

により、本約款の対象に本 RFI も含むことにつき、同意したものとみなします。 

 
（秘密保持約款への同意及び秘密保全に関する管理者の通知について） 

http://stage.tksc.jaxa.jp/compe/pdf/yakkanfy26-1.docx 

 

3.3 説明会 

2022 年 4 月 15 日（金）15:00 ~16:00 （質疑応答含む） 

・ オンライン（Microsoft Teams） にて実施いたします。 
・ 参加希望者は所属・出席者・連絡先（TEL、メールアドレス）を明示の上、4 月 14 日（木）

17 時までに本文書末尾の問合せ先までメールにてお申し込みください。 

・ 説明会参加前に上記 3.2 の同意書の提出を必須とさせていただきます。 

http://stage.tksc.jaxa.jp/compe/pdf/yakkanfy30.pdf
http://stage.tksc.jaxa.jp/compe/pdf/yakkanfy26-1.docx
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3.4 対話について 

1) 対話の実施 

① 目的・内容 
・ 情報提供者または JAXA の必要に応じて、対話を実施いたします。（Teams 会議、面

会、メールを含む）対話は任意であり、必須ではありません。 

・ 本対話では、情報提供者が、JAXA の情報提供要請の内容、背景、趣旨などを理解す
るために質疑を行い、また、JAXA が、情報提供者の情報提供の内容、背景、趣旨など

を理解するために質疑を行います。 

② 情報提供者から JAXA への質疑 
・ 対話期間は、本 RFI 発出後から情報提供書提出期限までの間です。 

・ 希望者は、対話の希望日時（第三希望までを目安）を示すとともに、前日まで対話した

いテーマ・質問事項を本文書末尾の問合せ先までメールにて送付してください。 
③ 情報提供者から JAXA への情報提供内容の説明・質疑応答 

・ 対話期間は、本 RFI 発出後から情報提供書提出期限までの間です。 

・ 希望者は、対話の希望日時（第三希望までを目安）を示すとともに、前日までに情報
提供書を本文書末尾の問合せ先までメールにて送付してください。 

④ JAXA から情報提供者への質疑 

・ 情報提供書提出後から 2022 年 5 月 17 日（火）までの間、JAXA からいただいた情
報提供書について質問すべく、情報提供者に対話を依頼する場合があります。（依頼し

ない場合もあります。）この場合、JAXA より、対話の希望日時と前日までに対話したい

テーマ・質問事項をメールにてご連絡します。 
⑤ 対話の回数・時間（目安） 

上記②、③、④で各 1 回、約１―２時間を想定していますが、理解が得られない場合は所

定の期間内に限り回数・時間を増やす場合があります。また、予定より早く終了する場合があり
ます。 

 

2) 留意事項 
・ 本対話は、双方の理解増進を目的として、質疑応答・確認する場であり、双方の意見を調整する

場ではありません。 

・ 本対話は、公平性・透明性を確保する観点から、JAXA において音声を録音する場合があります。
また、情報提供者が音声を収録することも可能です。 
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4. 対象者 

本 RFI は、日本の法令に基づいて設立された法人又は日本国籍を有する個人を対象としております。

なお、本RFIに基づき募集を行うRFP等の対象もこのような要件を検討しておりますのでご了承ください。 

 
 

5. 関連資料 

別添：情報提供書 

別紙１：インタフェース条件書 
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6. 情報提供の方法 

1) 提出書類 

別添「情報提供書」に必要事項をご記入、PDF 形式に変換の上、2）提出方法に記載の方法にて

ご提出ください。 
ご提出の際は以下を参考にしてください。 

① 文字サイズ 10 ポイント以上 

② 補足説明資料の添付可（PDF 形式。スキャナ読込にて作成されたものは不可とし、文字検
索が可能な形式とする。） 

③ ファイルサイズは「情報提供書」「補足資料」ともに 5MB を目安とする 

 

2) 提出方法 

革新的衛星技術実証プログラム HP に掲載する以下のメールアドレスに送付ください。 

kakushin-rfi@ml.jaxa.jp 

件名：革新プログラム RFI 資料提出 
 

3) 提出期限 

2022 年 5 月 10 日（火）17 時（必着） 

 

4) 情報提供後の進め方 

必要に応じて、こちらから質問などご連絡をさせていただくことがあります。 

 

5) 情報の取り扱いについて 

① ご提出いただいた「情報提供書」及び実施した対話の内容は、RFP 等を行うための秘密情
報・参考情報としてのみ使用し、RFP 等の JAXA 内関係者のみに開示いたします。提供者の

許可なくして第三者へ開示する事はありません。ただし、RFP 等の実施においては監督官庁に

守秘義務を課した上で開示することがあり、情報提供書の提出により、これに同意したものとみ
なします。 

② 上記の通り秘密情報として、取り扱いに留意のうえ管理いたしますが、特にＪＡＸＡが留意す

べき点がある場合は、別途ご連絡ください。 
 

  

mailto:kakushin-rfi@ml.jaxa.jp
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7. 留意事項 

本 RFI に情報提供いただくにあたりましては、以下の点につきまして、ご了承ください。 

1) 本 RFI は、今後予定しております RFP 等を行うための参考情報として利用する事を目的として

実施するものであり、当該 RFP 等における選考に影響を与えるものではありません。 
2) ご提供いただいた情報は、RFP 等の募集課題に反映されないこともあります。 

3) ご提供いただいた情報・資料につきましては返却いたしません。 

4) ご提供いただいた情報に関し、質問等、ご連絡をさせていただく場合がありますので、情報提供
書にはご連絡先を明記してください。 

5) 本 RFI に係る書面の作成、提出等に要する費用は、情報提供者様がご負担くださいますようお

願いいたします。 
6) 情報提供に関連して提供された個人情報については、個人情報の保護に関する法律及び関

係法令を遵守し、下記項目の目的にのみ利用します。（ただし、法令等により提供を求められ

た場合を除きます。） 
 ご提供いただいた情報に関する質問等、関連する事務連絡 

 

 

8. お問合せ先/秘密保持契約書送付先 

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 
研究開発部門 超小型・小型衛星宇宙実証研究ユニット 

革新的衛星技術実証プログラム RFI 担当 宛 

kakushin-rfi@ml.jaxa.jp 
メールの件名：革新プログラム RFI 問い合わせ 

 

〒805-8505 茨城県つくば市千現 2-1-1 
※電話でのお問合せはお受けできません 

JAXA 総合窓口等へのお問合せはお控えくださいますようお願いいたします。 

 
※本プログラムの概要については以下の HP をご確認ください。 

https://www.kenkai.jaxa.jp/kakushin/index.html 

 
 

以上 

mailto:kakushin-rfi@ml.jaxa.jp
https://www.kenkai.jaxa.jp/kakushin/index.html
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